
東京都市計画火葬場の変更（大田区決定） 

東京都市計画火葬場第８号臨海部広域斎場を次のように変更する。 

名  称 
位  置 面  積 備  考 

番  号 火 葬 場 名 

第８号 臨海部広域斎場 大田区東海一丁目地内 約２.３ha 
処理能力 

火葬炉 20基 

「区域は計画図表示のとおり」 

理由：死亡者数の増加に伴う火葬需要に対応するため、火葬場の都市計画を変更する。 

変更概要 

名  称 変 更 事 項 

火葬場第８号臨海部広域斎場 処理能力の変更  火葬炉 ８基→20基 

事前協議１ 
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東京都市計画火葬場
第８号臨海部広域斎場 総括図

東京都市計画火葬場
第８号臨海部広域斎場
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東京都市計画火葬場（東京都市計画火葬場第８号臨海部広域斎場）の変更（大田区決定）について 

【説明資料】 

１ 趣旨 

２ 経緯及び現況 

議案は、大田区東海一丁目に位置する東京都市計画火葬場第

８号臨海部広域斎場の火葬炉数８基から20基に変更するもので

ある。 

臨海部広域斎場は、港区、品川区、目黒区、大田区及び世

田谷区が設置した臨海部広域斎場組合が運営する公営火葬場

である。 

組織区における死亡者数は開業以来増加し続けており、

2060年頃にピークを迎えるまで増加する見込みである。 

臨海斎場の利用件数は令和６年度実績で開業時の２倍を超

えており、現況の火葬場設備では、今後の火葬需要の増加に

対応できず、区民生活に大きな支障を来すことが想定され

る。 

このため、住民福祉の充実を図ることを目的に、火葬炉数

を20基とするものである。 

●大田区都市計画決定

平成12年12月20日決定

●東京都 東京都市計画

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 令和３年３月

２ ゆとりある回遊性を支える都市施設

（都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針） 

⑤ その他の都市施設

・不足傾向にある火葬場などの都市施設については、地域の

特性に配慮しながら整備を検討する。

●大田区都市計画マスタープラン 令和４年３月

P73 地域別方針

市街地別都市づくり方針 

②物流・流通ターミナル市街地 

・火葬場などの都市施設について機能の維持、充実を図る。

３ 位置 本計画地は、大田区臨海部の埋立地である東海一丁目に位置

し、公園、物流施設、東京都水道局の給水所に隣接している。 

●用途地域等について  商業地域  建ぺい率 80％ 

容積率  400％ 

４ 内容  敷地内北側の駐車場に新たに火葬棟を増築し、火葬炉10基を

増設する。なお、敷地の位置及び面積は変更しない。 

５ 説明会 開催場所：大森スポーツセンター 小ホール 

開 催 日：令和８年３月27日（金）  

参 加 者：３名 

意  見：質疑・意見なし 

６ 事業の予定 令和７年度 基本設計 

令和８年度から９年度 実施設計 

令和10年度から12年度 施設建設工事 

令和12年度 供用開始 
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【参考】臨海部広域斎場 施設整備の概要
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イメージ図

増築部分
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増築部分

イメージ図
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